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Q. 同じ時間に入力させると、ローマ字入力の

タイピングスピードに差があるため、時間差

が生まれる可能性があります。

A. タイピング練習に取り組めていない場合は、
個々の入力スピードに差があるのは当然です。
夏休み明けのHR等で本実践を行う場合は、
多少の時間差は許容して、ゆったりと取り組
みましょう。ローマ字入力が難しい場合は、
音声入力や手書き入力でも構いません。
今後、空き時間や隙間時間等を活用して、
可能な範囲でタイピング練習に取り組み、ク
ラス全体のタイピングスピードのレベルアッ
プを図りましょう。
参考「隙間の時間を利用してタイピング力ＵＰ」
文部科学省GIGAStuDX
https://www.mext.go.jp/studxstyle/skillup/4.html

本実践で育成できる児童生徒の資質・能力

本実践における教師のメリット

「こんなときどうする？」端末活用 Q＆A

「夏休みの思い出や作品を、

クラウド上で共有する。」

クラス内の友達が、夏休みをどう過ごしたのか、何

に取り組んだのかが瞬時に分かり、お互いの頑張り

や成長を認め合うことにつながります。クラウドを活

用して各自の思いや意見を記入する活動は、随時他

者参照できるので、何を書けばよいか分からない児

童生徒も、友達の意見を参考にすることができます。

ICTが苦手な人も
「まずはここから！」

例２ 【クラウドを活用して、それぞれの
夏休みの思い出を共有する】

① 教師は、事前にオンライン表計算アプリ（Googleスプ

レッドシート、Exceｌ等）を活用し、クラス全員の「名前」

と「夏休みの思い出」を入力できる枠を作成しておく。

② 夏休み明けのＨＲ等を活用し、クラウド上に入力させる。

③ ②で作成したものを元に、「夏休み思い出発表会」を

開催し、交流する。

クラス全員の夏休みの作品や過ごし方を、端末一

台で把握できる。児童生徒へのフィードバックもクラ

ウド上で行うことで、業務の効率化にもつながる。

今回のポイント：

例１ 【夏休みに作成した工作や絵画等自身の作品を撮影
→クラウドにアップして、紹介し合う】

① 児童生徒に夏休みに作成した作品（絵画、科学工作等）を、端末のカメラで撮影

させる。

② オンラインホワイトボードアプリ（Google Jamboard、ロイロノート等）に画像を

アップロードさせる。その際、「作品のおすすめポイント」等を記入させてもよい。

③ 互いに鑑賞した後、クラウド上で感想等を記入させる。(家庭学習でも可能）

※全員の思い出を「テキストマイ

ニング」して、共通したキーワー

ドを取り上げてもよい。
↑各自が記入する行（セル）の間に、「余白の行」を

挿入しておくと、誤入力を避けることができる 。
AIテキストマイニング
「ユーザーローカル」
https://textmining.userlocal.jp/


